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　森  康子氏が研究のテーマとするヒトヘルペスウイ
ルス 6（HHV-6）は活性化したヒト T 細胞に感染し、
幼少期に初感染後、体内から完全には排除されず免
疫力から逃れ潜伏感染し終生をヒトと共にする。
HHV-6 は細胞向性などの違いから、国際ウイルス
学会命名委員会により異なった 2 種類のウイルスと
して分類されている（HHV-6A と HHV-6B）。この
うち HHV-6B は初感染時に突発性発疹の原因とな
り、時には重篤な脳炎を発症させる。ほぼ 100％の
成人の体内に潜伏感染する。さらに、血液幹細胞移
植後の致死的な脳炎を引き起こす原因ウイルスでも
ある。最近、HHV-6 は、9 種類あるヒトヘルペスウ
イルス科の中で、唯一ヒト染色体にウイルス全遺伝
子が挿入されることがあり、病態との関連性が注目
されている。
　ウイルスの宿主域を決定する要因のひとつは、感染
時に特異的な宿主受容体の認識であるが、HHV-6A

は CD46 が報告されていたが、最も病気との関連性
のある HHV-6B の受容体は不明であった。2013 年、
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森氏らは、その受容体が、活性化したヒト T 細胞
に発現している CD134（OX40）であることを見いだ
した。さらにその受容体に結合するウイルス側因子
は、森氏らが、既に発見していた糖タンパク質複合
体 gH/gL/gQ1/gQ2 であった。その複合体の一部で
ある gQ1/gQ2 は、森氏らが命名した糖タンパク質
で、他のヒトヘルペスウイルスにはその呼称は見出
されず、HHV-6 に特異的であり、現在では世界的に
認められた。森氏らは興味あることに受容体 CD134

への結合には、gH/gL/gQ1/gQ2 という四量体形成
が必須であったことより、その立体構造が、重要で
あることも明らかにした。
　ウイルスが認識する宿主側の受容体によって、そ
の病原性が決定されるといっても過言ではない。よっ
て、ウイルス特異的宿主受容体を明らかにすること
は、ウイルスの病原性発現機構を解明する上で必要
不可欠なものであり、森氏の受容体発見は、HHV-6B

の病原性発現機構の解明に大きく貢献したといえる。
さらに、森氏は、現在、HHV-6B gH/gL/gQ1/gQ2
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四量体をターゲットとしたワクチンおよび抗体医薬
の開発研究を進めている。
　また、森氏は、HHV-6 の組換えウイルス作製シ
ステム（バクテリアの遺伝子に HHV-6 全ゲノムを
挿入する）の確立に世界に先駆けて成功した。本シ
ステムを用いることによって、HHV-6 組換えウイ
ルスの作製が可能となり、ウイルス関連遺伝子の機
能解明に大いに貢献し、HHV-6 研究を飛躍的に発
展させたといえる。
　森氏の研究は、HHV-6 新規糖タンパク質の同定
と機能解析、そして受容体発見とその解析と、これ
まで未知の領域であった HHV-6 の侵入機構を解明
した点に独自性と新規性があり、HHV-6 の基礎研

究を大きく進展させた点が、世界中のウイルス学者
から高く評価されている。
　森氏は、国内の数々の学会のみならず、国際ヘル
ペスウイルス学会等におけるシンポジストを数多く務
め、さらにウイルス学の教科書である Fields Virology

（米国）、Clinical Virology（米国）を分担執筆するな
ど、国内外で広く活躍しているウイルス学における
著名な研究者の一人である。森氏の業績は、国際的
なウイルス研究の発展に多大に貢献すると同時に、
HHV-6 の病態解明や新たな予防法および治療法の
開発に寄与すると期待できることから、森氏を「小
島三郎記念文化賞」受賞候補者に推薦する。


